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【 水産林務部所管分 】

平成２６年第３回北海道議会定例会〔予特〕開催状況

開催年月日 平成２６年９月２６日（金）
質 問 者 民主党・道民連合 笹田 浩 委員
答 弁 者 水産林務部長、水産基盤整備担当局長、

漁港漁村課長、治山課長

質 問 要 旨 答 弁 要 旨

一 漁港の整備について

それでは、早速質問してまいります。

まず、漁港の整備についてであります。

（一）漁港施設の老朽化状況について ○ 郷漁港漁村課長

漁港施設の老朽化の状況について伺ってまいりま 漁港施設の老朽化の状況についてでありますが、道

すが、本道の漁港は、我が国最大の水産物供給基地 では、昭和２５年に漁港法が制定され、水産業の発展

である北海道の生産基盤として極めて重要な役割を を図ること等を目的に漁業生産の基盤となる漁港の整

果たしていますが、道内の漁港では、施設の老朽化 備を進めてきたところでございます。

により漁港機能の喪失や、漁港利用者の安全性が危 現在、北海道が整備する第１種・２種漁港は全道で

惧される漁港が散見されます。そこで、本道の漁港 ２４４漁港あり、施設整備後、長年の波浪や風雨にさ

施設の老朽状況についてお伺いをいたします。 らされたことによる経年劣化などにより、防波堤や岸

壁の亀裂や陥没などの老朽化が進行しているため、施

設の機能保全に向け大規模な補修を必要とする構造物

が年々増加しております。

大規模な補修を必要とする構造物が年々増加して

いるという答弁で、(私も)そういう認識でありまし

た。

（二）老朽化施設に対する道の対応状況について ○ 郷漁港漁村課長

それでは、その老朽化施設に対する道の対応状況 老朽化施設に対する道の取り組みについてでありま

について伺います。 すが、道では、これまで、道単独事業などにより、緊

漁港施設の機能保全を早急に図るためには、計画 急性に応じて、漁港施設の維持・補修に努めてきまし

的な補修整備を行っていく必要があるものと考えま たが、平成２０年度に、国が、新たに創設した老朽化

すが、道はこれまでどの様に老朽化対策に取り組ん 対策のための「水産物供給基盤機能保全事業」を活用

できたのかお伺いをいたします。 し、老朽度合いの調査を行った上で、効率的な整備を

進めるための機能保全計画を策定し、補修に取り組ん

できたところでございます。

この事業により、昨年度までに、渡島管内の長万部

漁港、八雲町の黒岩漁港など３１港で計画を策定し補

修工事に着手したほか、２６年度は新たに、日高管内

の新ひだか町の静内漁港、様似町の冬島漁港など６６

港で計画を策定しており、本年度までに第１種・２種

漁港の２４４漁港のうち９７港の老朽化対策に取り組

んでいるところでございます。

（三）老朽化施設に対する今後の対応について ○ 郷漁港漁村課長

わざわざ渡島管内を事例に事例に挙げていただき 老朽化施設に対する今後の対応についてであります

まして、有り難うございます。この２４４(漁港)の が、機能保全事業の実施にあたっては、施設の老朽度

うち９７(漁港)が老朽化に取り組んでいるとのこと 合いの調査や、岸壁や船揚場などの補修整備には、地

でありますけれども、この北海道が整備する１種と 元負担が生じることから、現在、関係市町村と協議を

２種、今言った２４４(漁港)のうち、本年度まで９ 進めてきたところでございます。

７(漁港)、約４割にも満たない状況ということが確 道としては、協議の整った漁港から、順次、事業に

認されました。 着手することとしており、平成２７年度は、宗谷管内

今後の機能保全事業の実施スケジュールについて の稚内市の宗谷漁港や浜頓別町の斜内漁港などの６２

お伺いをいたします。 港、２８年度には、オホーツク管内の雄武漁港や北見

市の栄浦漁港などの３３港を予定しております。
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（四）来年度の予算について ○ 郷漁港漁村課長

２７年度に６２(漁港)、２８年度に３３(漁港)、 来年度の国への予算要望状況についてであります

合わせて９５(漁港)、先ほど９７(漁港)がもう取り が、道では、胆振管内の豊浦漁港や伊達漁港などの１

組んでいるとのことなので、合わせれば約８割にな ４３港において、防波堤や係留施設などの補修を行う

るという状況だと思います。来年、再来年で８割が 「水産物供給基盤機能保全事業」に約４５億円を、留

計画策定に事業着手するということだと思いますけ 萌管内の増毛町の別苅漁港などの１７港で、漁船が安

れども、順次、この保全計画を策定して老朽化対策 全に係留出来るように、防波堤の延伸や嵩上げなど、

を進めていただきたい訳ですけれども、漁港整備と 港内の静穏対策などを行う「漁港施設機能強化事業」

いうのは数年間事業の期間がかかるのが通常であり に、約２２億円を国に対し要望しているところでござ

ますし、さらに道内の漁港の中には、停泊地の静穏 います。

が保たれなくて、漁船の係船に苦労している漁港も さらに、屋根付き岸壁などの衛生管理対策や、耐震

あると聞いております。これらの漁港整備の着実な 岸壁などの防災・減災対策を含めた漁港整備費の総額

実施に当たっては予算の確保が不可欠な訳でありま では、約１２０億円の要望となっております。

す。そこで、漁港の機能保全対策や漁港内の静穏対

策などを含めた漁港整備事業の来年度の国への予算

の要求状況について伺います。

順調に進んでいるような状況でありますけれども、

昨年からみると、たぶん微増の予算ということにな

るんだと思います。

（五）漁港の整備について ○ 中田水産基盤整備担当局長

それでは、漁港の整備全般について伺います。漁 漁港の整備についてでありますが、漁港は、漁船の

港は、漁船の係留や漁獲物の水揚げに加え、荷さば 安全な係留や水産物の水揚げなど、地域の漁業生産や

きや氷の供給など漁業生産活動の拠点であるととも 漁村の拠点として、大きな役割を果たしておりますこ

に、防災機能やさらには文化の伝承、都市住民との とから、漁港の整備と機能の維持は大変重要でありま

交流の場などとして、幅広い役割を持っており、地 す。

域住民の重要な生活の場でもあります。 このため、道としては、今後とも、市町村などと連

特に、北海道の基幹産業となっている水産業の振 携し、衛生管理体制の高度化を図るため、直射日光や

興を図るためには、その生産基盤の要となる漁港機 雨などを防ぐ屋根付き岸壁の整備や、津波などの災害

能の維持、さらに漁港の整備促進が重要であるとい に対する防災機能の向上を図るため、防波堤の嵩上げ

うふうに考えますが、今後の老朽化対策を含めた漁 などを重点的に行うとともに、漁業者が安心して漁港

港整備にどのように取り組んでいくのか見解を伺い を利用できるよう、老朽化した施設を効率的に補修整

ます。 備をするため、機能保全計画の策定や、港内の静穏度

対策のため、防波堤の延伸などの整備を進めるほか、

新たな視点といたして、漁港が有する優れた静穏域を

利用したウニやナマコなどの増養殖を検討するなど、

漁港の機能を最大限に発揮させ、水産業の振興を図る

ため、計画的に漁港の整備に取り組んでまいる考えで

あります。

先月、５年に１度の基礎調査である「漁業センサ

ス」が発表されたのはご存じだと思いますけれども、

道内の漁業者はですね、今の状況、十分知っている

と思うんですが、高齢化、さらには後継者不足でど

んどん減少している、減少が止まらない状況が続い

ています。

これに加えて、漁船の老朽化も今問題となってい

る訳でありますけれども、この漁港整備によって、

安全な操業や産業の効率化が図られることによって、

高齢化対策、さらには後継者対策にも繋がっていく

と思っています。

早急な整備をしていただきますように指摘をして、

次の質問に移らせていただきます。
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二 海の環境を守る森林づくりについて

昨今、道内でも集中豪雨が多発しており、この集

中豪雨によって、河川が氾濫し、大量の流木や土砂

が海に流れ込むことにより、水産業に大きな影響を

及ぼしています。

このような状況から、海の環境を守るためには、

土砂の流出を防ぐ河畔林の造成など、森と川と海の

関係者が連携した取組を進めていくことが重要であ

ると考えているところでございます。

（一）土砂流出等を防ぐ森林整備について ○ 佐藤治山課長

そこで、海の環境を守る森林づくりについてお伺 土砂などの海への流出を防ぐ取組についてでありま

いしますけれども、まず、これまで、海への土砂や すが、集中豪雨による山腹崩壊などで発生する土砂や

流木の流出を防ぐため、水産林務部では、どのよう 流木の海への流出を防止するためには、災害危険地区

な取組を進めてきているのかお伺いをいたします。 において、渓流内の斜面の崩壊防止や渓流の勾配の安

定化を図ることなどが何より重要であると考えている

ところでございます。

このため、道では、これまで、河川の上流部におい

て、渓流内の土砂を堆積させて山腹崩壊を防止する治

山ダムなど、治山施設の整備を進めるとともに、河川

周辺の森林においては、水源かん養や土砂流出防止と

いった機能を向上させるため、間伐や植林などの森林

整備を進めているところでございます。

災害危険地区や森林、いわゆる上流域での水産林

務部の取り組みは今わかりましたけれども、しかし

中流域でですね流木の土砂流出の原因となっている

河川での河床低下なども問題があるわけであります。

これは砂防ダムや治山が影響しているとも言われて

おります。

さらに、海の栄養分もそのダムで遮断されている

という風にも言われているようでありますし、この

土砂流出を止めると言うことは背後地にあります農

地の保全にも繋がります。

つまりですね、中流域での取り組みは、水産林務

部だけでは解決できる問題ではないんではないかと

私は思っています。この道庁内で関係部、建設や農

政、この関係部との協議の場も必要であるという風

に思いますので、そこをしっかり協議していただき

たいと言うことはご指摘にしておきますけども、そ

こでですね関係者の連携について道庁内でなくて関

係者の連携についてお伺いします。

（二）関係者の連携について ○ 山崎水産林務部長

漁場環境を保全して、水産資源を充実させるため 森と海をつなぐ関係者との連携についてであります

には、豊かな森林づくりを進めて、森と海をつなぐ が、森林は、水源のかん養や土砂の流出を防止すると

ために、森と川と海の関係者が一層連携していく必 ともに、河川を通じて栄養分を海へ供給するなどの機

要があると考えます。 能を持っており、良好な漁場環境を保全する上で、森

最後に、こうした関係者との連携をどのように進 ・川・海が連携した取組を進めることが重要と考えて

めていこうと考えているのか、部長の見解をお伺い いるところでございます。

します。 このため、道では、これまで、スリットダムの設置

や河川環境の改善に取り組むほか、漁業者や地域住民

による「お魚を殖やす植樹運動」など協働による森林

づくりの取組を進めてきているところであります。

また、土砂や流木の流出防止対策、河川や漁場の環

境保全につきましては、市町村、振興局、河川や森林

の管理者、漁協、農協などを構成員として、主な河川
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流域毎に設置されている「流域協議会」などにおいて

協議することとしております。

道といたしましては、今後も引き続き、こう

した森・川・海の関係者が一体となった取組を通じ

て、本道の豊かな海と森づくりを道民運動として推進

してまいる考えでございます。

ありがとうございました。流域協議会をもってい

ろいろ関係者とという話でありますけれども、漁業

を守ると言う視点をですね、できればもうちょっと

前面に出して水産林務部がリードした対応をお願い

しまして、私の質問を終わります。ありがとうござ

いました。

(了)


